




















































































































































































































































































られた Ⅹ の姿 に焦点があて られ｣､後者は Ⅹ






























































した高いレベルのプロジェク トを数多 く推進 し､
人材を発掘 し育てることだそうである｡
どうであろう､参考にするか､関係者諸君｡
(編集後記)
言語研究センターの活躍ぶりについては､深沢俊昭センター長から､逐次､運営委員会報告の形で
お知らせしており､みなさま既にご承知のことと存 じます｡いわく､特別研究員等受け入れ規程の新
設､新 LL教室の導入に伴う設備 ･内容の検討､視聴覚教室の活性化のための開室時間の延長など多
くの充実した活動内容となっています｡
さて今回の NEWSLETTERでは､本センターに関わること言うまでもないが､これからの大学教
育における語学教育への提案を示し､本学人文学会主催の講演会の報告や､言語系全国学会に相応し
い季節として出席 した先生方の報告で彩 り､その間に言語的エッセイを挟みくつろいでいただくこと
とした｡(MM､SH)
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